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(57)【要約】
【課題】本発明は静電容量式の布センサ、センサボック
ス及び通信ボックスを含む監視システムに関し、静電容
量式の布センサを用いることで要介護者に機器を取り付
けなくともよく要介護者が不快な思いをせず、また介護
者は端末に要介護者の現状をリアルタイムで知ることが
でき、適度に要介護者の姿勢やおむつを変えることがで
きる監視システムを提案する。
【解決手段】　静電容量式の布センサ、センサボックス
及び通信ボックスを含む監視システムであって、前記コ
ンデンサの静電容量値を測定し要介護者の静電容量値の
変化を算出し、静電容量値の変化は前記センサボックス
に送られＣＰＵにより位置データに変換され、
無線を介して前記通信ボックスに送信され、前記通信ボ
ックスに送信された１以上の位置データは前記通信ボッ
クス内のデータベースに保存されることを特徴とする監
視システム。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　監視対象の状態を監視する監視システムであって、
２枚の布に挟まれ、複数の検出部から構成され、前記検出部の静電容量値を測定し、測定
値を送信する静電容量式の布センサと、
前記静電容量式の布センサから受信した測定値から、変化量を算出し、その算出した変化
量を位置データへ変換し送信するセンサボックスと、
前記センサボックスから受信した位置データをデータベースに保存する通信ボックスと、
を有し、
前記データベースに保存された位置データは、前記通信ボックスから端末へ送信され、送
信された位置データから監視対象の状態が端末の画像表示部に表示されることを特徴とす
る監視システム。
【請求項２】
静電容量式の布センサ、センサボックス及び通信ボックスを含む監視システムであって、
前記静電容量式の布センサは２枚の布に挟まれた複数の検出部から構成されており、
前記検出部の静電容量値を測定し要介護者の静電容量値の変化を算出し、
前記静電容量式の布センサで算出された静電容量値の変化は前記センサボックスに送られ
ＣＰＵにより位置データに変換され、
変換された位置データは前記センサボックスから前記通信ボックスに送信され、
前記通信ボックスに送信された位置データは前記通信ボックス内のデータベースに保存さ
れ、
前記通信ボックスのデータベースに保存された位置データは端末に送信され、
送信された位置データは端末の画像表示部に表示されることを特徴とする監視システム。
【請求項３】
　静電容量式の布センサ、センサボックス及び通信ボックスを含む監視システムであって
、
　前記静電容量式の布センサは２枚の布に挟まれた複数の検出部から構成されており、
前記検出部の静電容量値を測定し、静電容量値の変化を算出し、
前記静電容量式の布センサで算出された静電容量値の変化は前記センサボックスに送られ
ＣＰＵが分析し尿量データに変換され、
変換された尿量データは前記センサボックスから無線を介して前記通信ボックスに送信さ
れ、
前記通信ボックスに送信された１以上の尿量データは前記通信ボックス内のデータベース
に保存され、
前記通信ボックスのデータベースに保存された尿量データはさらに無線を介して端末に送
信され、
送信された尿量データは端末の画像表示部に表示されることを特徴とする監視システム。
【請求項４】
　前記監視システムは更にデジタル式の体温度計を備えており、
前記デジタル式の体温度計は要介護者の体に装着される
あるいは要介護者の衣服に取付けられ、
前記デジタル式の体温度計は要介護者の体温を測定し、
測定した体温は前記デジタル式の体温度計に内蔵されたＣＰＵによって体温データに変換
され、
体温データは通信ボックスに送信され、通信ボックスのデータベースに保存される
あるいは直接端末に送られることを特徴とする請求項１乃至３に記載の監視システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は布センサ、センサボックス及び通信ボックスを含む監視システムに関し、静電
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容量式の布センサを用いることで要介護者に機器を取り付けなくともよく、要介護者が不
快な思いをせず、また介護者（要介護者を介護する家族や病院や施設の職員等をいう以下
同じ）は端末で要介護者の現状をリアルタイムで知ることができ、適度に要介護者の姿勢
やおむつを変えることができる監視システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年は高齢化社会が進み高齢者が増えるにつれ要介護者も増えてきた。要介護者は寝た
きりや痴呆により徘徊する人など様々な人がおり、それらの人々を介護者が世話をしてい
る。
【０００３】
　介護者は要介護者を同じ姿勢で寝かしていると床ずれが起きるため、要介護者の向きを
適度に変更することや、要介護者が排尿しおむつや下着が汚れたときに取り換える作業を
していた。加えて要介護者がベッドから落ちていないか、ベッドから離れ徘徊していない
かを監視する必要があった。
【０００４】
　特許文献１には要介護者の身体にセンサを付けて加速度を測定することで要介護者が寝
返りをしたか否かを判定し、寝返りをしていない場合に介護者等に警告をして知らせる床
ずれ防止装置が記載されている。
　特許文献２には要介護者のおむつにセンサを取り付けて温度差を検知し、排尿があった
と判断した場合に介護者に知らせる手段が記載されている。
　これらは常に監視をしなくてよいため介護者の負担は軽減されるが、要介護者の身体に
センサ取り付ける必要があり、要介護者に不快な思いを与えていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－２７０３０号公報
【特許文献２】特開２０１０－１９４２７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記したような従来技術の問題点を解決すべくなされたものであって、要介
護者に不快な思いをさせずかつ介護者の負担を減らすことができる監視システムを提供す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
請求項１に係る発明は、監視対象の状態を監視する監視システムであって、２枚の布に挟
まれ、複数の検出部から構成され、前記検出部の静電容量値を測定し、測定値を送信する
静電容量式の布センサと、前記静電容量式の布センサから受信した測定値から、変化量を
算出し、その算出した変化量を位置データへ変換し送信するセンサボックスと、前記セン
サボックスから受信した位置データをデータベースに保存する通信ボックスと、を有し、
前記データベースに保存された位置データは、前記通信ボックスから端末へ送信され、送
信された位置データから監視対象の状態が端末の画像表示部に表示されることを特徴とす
る監視システムに関する。
【０００８】
請求項２に係る発明は、静電容量式の布センサ、センサボックス及び通信ボックスを含む
監視システムであって、前記静電容量式の布センサは２枚の布に挟まれた複数の検出部か
ら構成されており、前記検出部の静電容量値を測定し要介護者の静電容量値の変化を算出
し、前記静電容量式の布センサで算出された静電容量値の変化は前記センサボックスに送
られＣＰＵにより位置データに変換され、変換された位置データは前記センサボックスか
ら前記通信ボックスに送信され、前記通信ボックスに送信された位置データは前記通信ボ
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ックス内のデータベースに保存され、前記通信ボックスのデータベースに保存された位置
データは端末に送信され、送信された位置データは端末の画像表示部に表示されることを
特徴とする監視システムに関する。
【０００９】
　請求項３に係る発明は、静電容量式の布センサ、センサボックス及び通信ボックスを含
む監視システムであって、前記静電容量式の布センサは２枚の布に挟まれた複数の検出部
から構成されており、前記検出部の静電容量値を測定し、静電容量値の変化を算出し、前
記静電容量式の布センサで算出された静電容量値の変化は前記センサボックスに送られＣ
ＰＵが分析し尿量データに変換され、変換された尿量データは前記センサボックスから無
線を介して前記通信ボックスに送信され、前記通信ボックスに送信された１以上の尿量デ
ータは前記通信ボックス内のデータベースに保存され、前記通信ボックスのデータベース
に保存された尿量データはさらに無線を介して端末に送信され、送信された尿量データは
端末の画像表示部に表示されることを特徴とする監視システムに関する。
【００１０】
　請求項４に係る発明は、前記監視システムは更にデジタル式の体温度計を備えており、
前記デジタル式の体温度計は要介護者の体に装着されるあるいは要介護者の衣服に取付け
られ、前記デジタル式の体温度計は要介護者の体温を測定し、測定した体温は前記デジタ
ル式の体温度計に内蔵されたＣＰＵによって体温データに変換され、体温データは通信ボ
ックスに送信され、通信ボックスのデータベースに保存されるあるいは直接端末に送られ
ることを特徴とする請求項１乃至３に記載の監視システムに関する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、静電容量式の布センサを用いることで要介護者に機器を取り付けなく
ともよく、要介護者が不快な思いをしないという効果を有する。
　また介護者は端末で要介護者の現状をリアルタイムで知ることができ、適度な頻度で要
介護者の姿勢を変えることができる。
【００１２】
　本発明によれば、静電容量式の布センサを用いることで要介護者に機器を取り付けなく
ともよく、要介護者が不快な思いをしないという効果を有する。
　また介護者は端末で要介護者の現状をリアルタイムで知ることができ、要介護者に排尿
したか否かの確認をすることやおむつを取り外して確認することの手間が省け、適切なタ
イミングで要介護者のおむつ交換ができる。
【００１３】
　本発明によれば、さらにデジタル式の体温度計を備えることで要介護者の体温の管理及
び健康状態のチェックができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の布センサ、センサボックス、通信ボックス、体温度計及び端末の関連を
示す図である
【図２】本発明の第１の実施形態のシステムを示す図である。
【図３】本発明の第２の実施形態のシステムを示す図である。
【図４】本発明の第３の実施形態のシステムを示す図である。
【図５】本発明の布センサの検出部の配置の例を示す図である。
【図６】本発明の布センサを敷いたベッドに要介護者が仰向けまたはうつ伏せで寝ている
様子を示す図である。
【図７】本発明の布センサを敷いたベッドの右側に要介護者が寝ている様子を示す図であ
る。
【図８】本発明の布センサの検出部の配置の他の例を示す図である。
【図９】本発明の布センサを敷いたベッドに要介護者が仰向けまたはうつ伏せに寝ている
様子を示す図である。
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【図１０】本発明の端末の画像表示部に表示される画像の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明に係るシステムの好適な実施形態について、図面を参照しながら説明する
。
　図１に示すとおり本発明は布センサ１、センサボックスＳＢ、通信ボックス及び端末か
ら構成されている。
本発明の布センサ１は複数の検出部から構成され、センサボックスＳＢはＡＤ変換器（Ａ
ＤＣ）、ＣＰＵ、Ｚｉｇｂｅｅモジュール、Ｗｉｆｉモジュールなどを備え、通信ボック
スはＣＰＵやＺｉｇｂｅｅモジュール、Ｗｉｆｉモジュール、Ｂｌｕｅ　ｔｏｏｔｈ（登
録商標）、ＳＤカード、ウェブサーバなどを備え、温度センサはＣＰＵ、ＡＤ変換器（Ａ
ＤＣ）、Ｚｉｇｂｅｅモジュールなどを備えている。
【００１６】
［第１の実施形態］
　図２は本発明の第１の実施形態のシステムを示す図である。
本発明のシステムは最初に静電容量式の布センサ１によって要介護者Ｐの静電容量値を測
定する。
布センサ１としては例えば有限会社アキテック社製の製品「いちどこ」に係る布センサを
用いてもよいがこれに限定されない。
静電容量式の布センサ１は要介護者Ｐが位置するベッドのマットレス、布団等の上に敷か
れて用いられるが、好ましくは静電容量式の布センサ１の上にシーツなどの布、さらに好
ましくは防水性のシートをかぶせることで静電容量式の布センサ１が汚損することや、常
に湿っている状態になり正確な静電容量値の測定が妨げられることを防ぐ。
　シーツとシートはどちらか一方を用いてもよく両方用いてもよい。
　布センサ１の上に要介護者を位置させる場合は要介護者Ｐのへそ部を布センサ１の中心
部付近に合わせるほうが好ましい。（図６参照）
【００１７】
　静電容量式の布センサ１は２枚の布に挟まれた複数の検出部からなり、要介護者Ｐとい
う導体の接近により静電容量が発生（増加）し、電極部と絶縁部を有する検出部で静電容
量値を測定し、要介護者Ｐの状態変化に伴う静電容量値の変化量を算出する。
　図５に示すように検出部を３つ配置した場合を例に説明するが、検出部の配置の仕方は
これに限定されない。
　まず図６のように要介護者Ｐを本発明の布センサ１が敷かれたベッド２の上に位置させ
る。
この時各検出部から静電容量値が測定されるが、検出部ごとの正確なデータを計測するた
めに一度センサボックスＳＢのリセットボタンを押しリセットする。
　その後再度検出部ごとの静電容量値を測定し、初期状態としてセンサボックスＳＢに記
憶させる。
布センサ自体、シーツ、ベッド等も静電容量値を持っており、これらの静電容量値を含む
、各検出部から測定された静電容量値を各検出部の初期値とする。
第１検出部Ｓ１から測定された初期状態の静電容量値をＥ１、第２検出部Ｓ２から測定さ
れた初期状態の静電容量値をＥ２及び第３検出部Ｓ３から測定された初期状態の静電容量
値をＥ３としセンサボックスＳＢにそれぞれ記憶させる。
　初期状態ではそれぞれの値は等しいか近似値となる。
　一定時間（ｎ　ｓｅｃ）後の第１検出部Ｓ１から測定された静電容量値Ｅ１ｎと初期状
態の静電容量値Ｅ１の差（Ｅ１ｎ－Ｅ１）値をＥ１―ｎ，第２検出部Ｓ２から測定された
静電容量値Ｅ２ｎと初期状態の静電容量値Ｅ２の差（Ｅ２ｎ－Ｅ２）をＥ２―ｎ及び第３
検出部Ｓ３から測定された静電容量値Ｅ３ｎと初期状態の静電容量値Ｅ３の差（Ｅ３ｎ－
Ｅ３）をＥ３―ｎとする。
姿勢に変化がない（初期状態の姿勢を維持している）場合は静電容量値に変化がないある
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いは増えることが考えられるためＥ１－ｎ≧０、Ｅ２－ｎ≧０及びＥ３－ｎ≧０となる。
　要介護者Ｐがベッドの右側に寝ている場合第２検出部Ｓ２から測定された静電容量値が
減少し、第３検出部Ｓ３から測定された静電容量値は変わらないか増加するためＥ２－ｎ

＜Ｅ３－ｎとなる。
要介護者Ｐがベッドの左側に寝ている場合第２検出部Ｓ２で測定された静電容量値は変わ
らないか或いは増加し、第３検出部Ｓ３で測定される静電容量値は減少するためＥ２－ｎ

＞Ｅ３－ｎとなる。
　要介護者Ｐが起床しベッドに座っている状態の場合は第１検出部Ｓ１から測定される静
電容量値は減少し、第２検出部Ｓ２及び第３検出部Ｓ３から測定される静電容量値は変わ
らないか、あるいは増加するため、Ｅ１－ｎ＜Ｅ２－ｎ及びＥ１－ｎ＜Ｅ３－ｎとなる。
　要介護者Ｐが離床している場合は各検出部から測定される静電容量値は減少するため負
の値を示し、Ｅ１－ｎ＜０、Ｅ２－ｎ＜０及びＥ３－ｎ＜０となる。
静電容量式の布センサ１にはセンサボックスＳＢが接続されており、算出された静電容量
値はセンサボックスＳＢに送られる。
送信は一定間隔で自動的に送信されてもよく、例えば１秒ごと、１０秒ごと、１分ごとに
送信されてもよい。
静電容量値の変化量は、静電容量値の差分によって算出され、布センサに演算回路を持た
せて行ってもよいし、センサボックスのＣＰＵで行ってもよく、特に限定されるものでは
ない。
なお、要介護者Ｐが自ら姿勢を変えることが出来ない場合には、介護者によって行われる
。床ずれ防止等のために要介護者Ｐの姿勢の経過もデータ化できるため、別の介護者に代
わる場合でも、どのような体勢にすれば良いかデータに基づいて姿勢変更作業を行うこと
ができる。
【００１８】
　センサボックスＳＢに送られた静電容量値はセンサボックスＳＢに内蔵されたＡＤ変換
器によってアナログデータからデジタルデータに変換される。
　このとき複数の検出部で静電容量値を測定し、複数の検出部の静電容量値の差によって
、要介護者Ｐがどのような姿勢で寝ているか、あるいはベッド２の上にいないなどの位置
データに変換される。
　例えば図６に示すように要介護者Ｐが仰向きまたはうつ伏せで寝ている場合を初期状態
とし、図７に示すように要介護者Ｐが姿勢を変えてベッド２の右側で右向きまたは左向き
で寝ている場合は、上記した通り第２検出部Ｓ２から測定される静電容量値は減少し、第
３検出部Ｓ３から測定される静電容量値は増加するか、あるいは変わらないためＥ２－ｎ

＜Ｅ３－ｎとなり、要介護者Ｐがベッドの右側で寝ているというデータに変換される。
　センサボックスＳＢはＺｉｇｂｅｅモジュール、Ｗｉｆｉモジュールを備えているため
変換された位置データはＺｉｇｂｅｅ（登録商標）やＷｉｆｉ（登録商標）などの無線通
信を介して通信ボックスに送信される。
【００１９】
　センサボックスＳＢは複数の発光部を備えていてもよく、発光部は要介護者Ｐがベッド
の左側で寝ている場合は第１の発光部が、ベッドの右側で寝ている場合は第２の発光部が
発光してもよい。
　また光の色を変えてもよく、姿勢を変更しないといけない場合は赤色、姿勢を変更した
後や姿勢を変更しなくてよいときは青色または緑色に発光してもよい。
　発光部は電球やＬＥＤを用いてもよい。
　センサボックスＳＢはリセットボタンを備えていてもよく、例えば姿勢を変更したあと
リセットボタンを押すことで発光部の色が変わってもよく後述する端末の表示部に表示さ
れる時間や警告がリセットされてもよい。
　センサボックスＳＢはファームウェアを備えていてもよく、ファームウェアによって多
くの処理情報をＥＰＰＲＯＭやＲＡＭに記憶させていてもよい。
【００２０】
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　通信ボックスに送信された位置データは通信ボックス内のＳＤカードなどのメモリ部に
保存され、管理される。
　位置データは複数保存されてもよい。保存された位置データはＺｉｇｂｅｅ（登録商標
）やＷｉｆｉ（登録商標）などの無線通信を介して端末に送信され、端末の表示部に表示
される。介護者は要介護者と離れた場所でもデータを確認、管理ができる。
　このときＺｉｇｂｅｅ（登録商標）は通信ボックスとセンサボックスＳＢ間の通信用に
、Ｗｉｆｉ（登録商標）は通信ボックスと端末間の通信用にと分けて用いてもよい。
　端末とはタブレットやスマートフォンなどの携帯端末やパソコンなどをいう。
　センサボックスと通信ボックスは一体であってもよく、有線接続であってもよい。
【００２１】
　通信ボックスはウェブサーバを備えていてもよく、必要な情報をインターネットから取
得することができる。
通信ボックスに発光部を複数設けてもよく、例えば起床している場合は第１の発光部、右
向きの場合は第２の発光部、左向きの場合は第３の発光部、離床している場合は第４の発
光部と発光する場所を位置データ毎に分けてもよく、仰向けを表示する場合すべての発光
部を発光させてもよい。
　位置データによって発光する光の色を変えてもよく、姿勢を変更しないといけない場合
は赤色、姿勢を変更した後や姿勢を変更しなくてよいときは青色または緑色に発光しても
よい。
　発光部は電球やＬＥＤを用いてもよい。
　通信ボックスごとのＩＤを設定できるように例えばスイッチが設けられていてもよい。
【００２２】
　本発明のシステムは複数の静電容量式の布センサ１を複数の要介護者Ｐに用い、各静電
容量式の布センサ１に接続された各センサボックスＳＢから１つの通信ボックスに位置デ
ータを送信し、通信ボックスのＣＰＵやＳＤカードに保存してもよい。
　保存されたデータは端末の表示部に１人のデータを表示してもよく、一度に複数人のデ
ータを一括して表示してもよい。表示されるデータとしては要介護者Ｐを識別するための
ＩＤ番号、部屋番号、位置情報、要介護者Ｐの氏名、生年月日、年齢、禁則体位などから
選択される複数のデータであってもよく、保存ボタンを設けて情報を入力し保存できるよ
うにしてもよい。
　要介護者Ｐの性別によって背景の色を赤色と青色のように色分けしてもよい。
【００２３】
　表示されたデータには要介護者Ｐがその姿勢になってからどれぐらい経過したか、また
次に姿勢を変更しなければならない時間までの残り時間が表示されてもよく、残り時間を
過ぎた場合、要介護者Ｐが長時間離床している場合、要介護者Ｐがベッドから転落した場
合に警告を発してもよい。
　警告は表示することで視覚に、音を出すことで聴覚に訴え介護者が気付き易くすること
が可能である。
　端末はセンサボックスＳＢのリセットボタンと連動していてもよく、リセットボタンを
押すことで表示部の時間や警告がリセットされてもよい。
【００２４】
　以上のような仕組みによって介護者は要介護者Ｐの現状を知ることができ、適度な要介
護者Ｐの姿勢の変更が可能である。
さらに要介護者Ｐがベッドから転落している場合や徘徊している可能性を知ることができ
る。例えばそのような可能性の高い要介護者Ｐの監視システムとして、Ｗｅｂカメラや、
監視カメラを備えたロボット機器などと連動させることで、救護など迅速な対応が可能に
なる。
【００２５】
［第２の実施形態］
　次に図３を用いて本発明の他の実施形態を説明する。



(8) JP 2018-171387 A 2018.11.8

10

20

30

40

50

静電容量式の布センサ１は２枚の布に挟まれた複数の検出部からなり、検出部の静電容量
値を測定することで要介護者Ｐの排尿に伴う静電容量値の変化を算出する。
布センサ１としては例えば有限会社アキテック社製の製品「さわやか」に係る布センサを
用いてもよいがこれに限定されない。
より詳しくは排尿によっておむつ内の水分が増え、それによりおむつ周辺の水分量（湿度
）が増え静電容量値が増加する。
　静電容量式の布センサ１にはセンサボックスＳＢが接続されており、算出された静電容
量値はセンサボックスＳＢに送られる。
　図８に示すように２つの検出部を配置した場合を例に説明するが、検出部の配置の仕方
はこれに限定されない。
　まず図９のように要介護者Ｐを本発明の布センサ１が敷かれたベッド２の上に位置させ
る。
この時静電容量値が測定されるが、検出部ごとの正確なデータを測定するために一度セン
サボックスＳＢのリセットボタンを押しリセットする。
　その後再度検出部ごとの静電容量値を測定する。
布センサ自体、シーツ、ベッド等も静電容量を持っており、これらの静電容量値を含む各
検出部から検出された静電容量値を各検出部の初期設定値とする。
第１検出部Ｓ１の初期状態の静電容量値をＥ１、第２検出部Ｓ２の初期状態の静電容量値
Ｅ２とし、Ｅ２－Ｅ１の値を計算し初期設定値Ｅ０としてセンサボックスＳＢに記憶させ
る。
　一定時間（ｎ　ｓｅｃ）後各検出部の静電容量値を測定し、第１検出部Ｓ１から測定さ
れた静電容量値Ｅ１ｎ及び第２検出部Ｓ２から測定された静電容量値をＥ２ｎとする。
第１検出部Ｓ１と第２検出部Ｓ２の静電容量の差Ｅ３（＝Ｅ２ｎ－Ｅ１ｎ）と初期設定値
を比較して要介護者Ｐの現状を判断する。
排尿なしの場合は静電容量値に変化がないと考えられるためＥ３－Ｅ０＝０となる。ただ
し要介護者Ｐが動くことが考えられＥ３－Ｅ０＜０となる場合が考えられるがノイズとし
て無視をする。
　排尿を開始した場合検出部Ｓ２の静電容量値が増加するためＥ３－Ｅ０＞０となる。
　複数の検出部で測定することによって、汗による水分量増加の場合を区別することがで
きる。
【００２６】
　静電容量式の布センサ１は要介護者Ｐが位置するベッドのマットレス、布団等の上に敷
かれて用いられるが、好ましくは静電容量式の布センサ１の上にシーツなどの布、さらに
好ましくは防水性のシートをかぶせることで静電容量式の布センサ１が汚損することや、
常に湿っている状態になり正確な静電容量値の測定が妨げられることを防ぐ。
　また要介護者Ｐはおむつを着用し、更に尿漏れパッドを装着していてもよい。
　シーツとシートはどちらか一方でも良く両方用いてもよい。
　布センサ１の上に位置させる場合は要介護者Ｐの尻の位置を布センサ１の中心より足元
側にずらした位置にするほうが好ましい。
【００２７】
センサボックスＳＢに送られた静電容量値あるいはその変化量はセンサボックスＳＢに内
蔵されたＡＤ変換器によってアナログデータからデジタルデータに変換される。
その後ＣＰＵが各検出部の静電容量値を比較し、汗によるものか排尿によるものかを判断
してもよい。
センサボックスＳＢはダイヤルスイッチを備えることで警告を発する限界尿量を設定可能
にしてもよい。
ダイヤルスイッチは例えば０－９の１０段階設定することが可能であってもよく、例えば
第１設定にした場合の限界尿量は１００ｃｃ、第２設定にした場合の限界尿量は２００ｃ
ｃ、第３設定にした場合の限界尿量は３００ｃｃに設定され、限界尿量に達した場合に警
告を発するようにしてもよい。
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成人が一度に排尿する量は２００ｃｃ乃至４００ｃｃ程度であり、またおむつは６００ｃ
ｃぐらいまで溜められることを考慮し介護者は限界尿量を設定してもよい。
　センサボックスＳＢはＺｉｇｂｅｅモジュール、Ｗｉｆｉモジュールを備えているため
変換された尿量データはＺｉｇｂｅｅ（登録商標）やＷｉｆｉ（登録商標）などの無線通
信を介して通信ボックスに送信される。
　送信は一定間隔で自動的に送信されてもよく、例えば１秒ごと、１０秒ごと、１分ごと
に送信されてもよい。
　センサボックスと通信ボックスは一体であってもよく、有線接続であってもよい。
【００２８】
センサボックスＳＢは発光部を備えていてもよく、発光部は通常の状態は発光部が青色も
しくは緑色、おむつを交換する必要がある場合は赤色に発光してもよい。
　あるいはより複雑に青色は排尿なし、黄色は排尿検出中（限界尿量未満）、赤色は排尿
完了（限界尿量以上）、赤色の点滅は排尿検知後１時間経過、緑色はおむつ交換中などを
表してもよい。
　センサボックスＳＢはリセットボタンを備えていてもよく、例えばおむつを交換したあ
とリセットボタンを押すことで発光部の色が変わってもよく後述する端末の表示部に表示
される時間や警告がリセットされてもよい。
　センサボックスＳＢは上記した通り排尿を開始した場合に検出部Ｓ２の静電容量値が増
加するためＥ３－Ｅ０＞０との値を検知する。
　このとき予め設定しておいた設定量を超えたか否かを判断し、設定量を超えた場合には
排尿完了として赤色に発光してもよい。
　設定値を超えていない場合は、排尿後一定時間を経過したか否かを判断し経過時間を超
えていない場合は排尿完了として赤色に発光してもよく、一定時間を経過した場合は排尿
警告として赤色が点滅してもよい。このように当事者の希望や状況によってアラーム設定
の変更も可能である。
【００２９】
　通信ボックスに送信された尿量データは通信ボックス内のＳＤカードなどのメモリ部に
保存され、管理される。
　尿量データは複数保存されてもよい。
保存された尿量データはＺｉｇｂｅｅ（登録商標）やＷｉｆｉ（登録商標）などの無線通
信を介して端末に送信され、端末の表示部に表示され、介護者は要介護者と離れた場所で
もデータを確認、管理ができる。
端末とはスマートフォンなどの携帯端末やパソコンなどをいう。
　このときＺｉｇｂｅｅ（登録商標）は通信ボックスとセンサボックス間の通信に、Ｗｉ
ｆｉ（登録商標）は通信ボックスと端末間の通信にと分けて用いてもよい。
通信ボックスは複数の発光部を備えていてもよく、発光部は通常の状態は発光部が青色も
しくは緑色、おむつを交換する必要がある場合は赤色に発光してもよい。
　あるいはより複雑に青色は排尿なし、黄色は排尿検出中、赤色は排尿完了、赤色の点滅
は排尿後１時間経過、緑色はおむつ交換中などを表してもよい。
　通信ボックスごとのＩＤを設定できるように例えばスイッチが設けられていてもよい。
　発光部は電球やＬＥＤを用いてもよい。
　通信ボックスはウェブサーバを備えているため必要な情報をインターネットから取得さ
せることができる。
【００３０】
　本発明のシステムは複数の静電容量式の布センサ１を複数の要介護者Ｐに用いて、静電
容量式の布センサ１に接続されたセンサボックスＳＢから１つの通信ボックスに送信し保
存できてもよい。
　保存されたデータは端末の表示部に１人ずつ表示してもよく、複数人のデータを一括し
て表示してもよい。
表示されるデータとしては要介護者Ｐを識別するためのＩＤ番号、部屋番号、位置情報、
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要介護者Ｐの氏名、生年月日、年齢、現在時刻などから選択される複数のデータであって
もよく、保存ボタンを設けて情報を入力し保存できるようにしてもよい。
　要介護者Ｐの性別によって背景の色を赤色と青色のように色分けしてもよい。
【００３１】
　表示されたデータには要介護者Ｐがおむつを交換することが必要になってからどれぐら
い経過したかやおむつの交換が必要であるという警告が表示されてもよい。
　端末はセンサボックスＳＢのリセットボタンと連動していてもよく、リセットボタンを
押すことで表示部の時間や警告がリセットされてもよい。
　端末の表示部はセンサボックスＳＢの発光部の色と対応させて、要介護者Ｐの状態デー
タの背景が色づけされてもよい。
【００３２】
　以上のような仕組みによって介護者は要介護者Ｐの現状を知ることができ、適度な頻度
で適切なタイミングでおむつを交換することができ、要介護者Ｐが介護者に排尿を伝えな
くてもよく、また介護者がたびたびおむつをあけて排尿の有無を確認する必要がないため
介護者及び要介護者Ｐの手間が省ける。
【００３３】
［第３の実施形態］
　本発明の他の実施形態としては、デジタル式の体温度計を備えていてもよい。
デジタル式の体温度計は、要介護者Ｐの衣服に取り付けられてもよく、リストバンドのよ
うにして体に取り付けてもよいし、要介護者に直接あるいは衣類を介して貼り付けてもよ
く、要介護者の体温に相当する温度と相関がある温度、例えば衣類を介して測定した温度
等が測定できるものでも良い。以下、便宜上これらの温度を体温と表す。
　図４で示す通りデジタル式の体温度計は要介護者Ｐの体温を温度センサで測定し、ＡＤ
変換器でアナログ情報からデジタル情報に変換される。
変換の方法は例えば従来のデジタル式の体温度計のように温められることによって変化し
た電気抵抗をＣＰＵが温度に換算してもよい。
体温のデータは通信ボックスに送信されデータベースに保存されてもよく直接端末に送信
されてもよい。
体温のデータの送信は２０秒に１度、３０秒に１度、１分間に１度など任意の頻度で行っ
てもよい。
端末に送られた体温のデータは表示部に表示されるが、この時表示されるのは体温のデー
タだけでもよく位置データや尿量データと結合して表示されてもよい。
例えば図１０に示すとおり、時間と共に、位置データ、体温のデータ及び排尿の有無を示
してもよく、この時位置データが長時間同じである場合や、長時間排尿ありの場合に警告
が表示されてもよい。
また体温のデータと併せて表示することで、体温上昇や下降の傾向が分かり、例えば発熱
している場合におむつの交換をするときや姿勢を変えるときに併せて要介護者Ｐの衣類の
交換、投薬するなどの処置をまとめて行うことができる。
【００３４】
　本発明を要介護者Ｐに用いることを前提に記載したが、本発明は要介護者を対象に限る
ものではなく、例えば乳幼児に用いてもよい。尚、要介護者、乳幼児等監視が必要な人を
監視対象という。
例えば、乳児を常に監視していなくとも、乳児を寝かしつけているベッドに敷くことで乳
児が寝返りをうった、ベッドから落ちた、ベッドにいないなどの可能性について、その状
況が離れた場所からでもわかるため親の負担が減り、また状況を知ることで素早く対応す
ることができる。
また乳幼児のおむつの交換のタイミングがわかるうえ、体温度計を備えていることで普段
の体温を知ることができ、あるいは熱を出した場合にたびたび体温を測定しなくとも体温
の変化状況がわかる。
【００３５】
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　上記した実施形態では布センサ１が変化量を算出しているが、布センサ１の代わりにセ
ンサボックスＳＢが変化量を算出してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本発明は、病院や施設、自宅などで介護をする場合に用いることで、常に監視をしてい
なくとも要介護者Ｐの現状を知ることができ、次に必要な介護者の行動を知らせることも
可能であるため介護者の心身の負担が軽減され、要介護者Ｐも介護者に積極的に意思表示
する必要がないため要介護者Ｐの精神的負荷も軽減される。
　本発明は要介護者Ｐの自宅や病院、施設などあるいは乳幼児に用いる目的で保育園や幼
稚園において使用してもよい。
【符号の説明】
【００３７】
　１　　布センサ
　２　　ベッド
　ＳＢ　センサボックス
Ｓ１　第１検出部
Ｓ２　第２検出部
Ｓ３　第３検出部
Ｐ　　要介護者

【図１】 【図２】
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